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聞
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タ
ー

考
え
ら
れ
な
い
進
展
─
共
同
礼
拝

　

教
会
を
決
定
的
な
分
裂
に
導
い
た
と
思
わ

れ
た
宗
教
改
革
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
五
百
年

前
、
一
五
一
七
年
十
月
三
十
一
日
に
ド
イ
ツ
の

ウ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
城
教
会
の
扉
に
ル
タ
ー
が

「
九
五
箇
条
の
提
題
」
を
貼
り
出
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
出
来
事
に
端
を
発
し
、
激
し
い
論
争

と
相
互
非
難
の
応
酬
の
あ
と
、
共
に
天
を
戴
か

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
な

ん
と
、
昨
年
十
月
三
十
一
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ル
ン
ド
で
ヴ
ァ
チ
カ
ン
と
ル
ー
テ
ル
世
界
連

盟
（
L
W
F
）
が
宗
教
改
革
五
百
年
を
記
念
し

て
、
共
同
礼
拝
を
行
っ
た
の
で
す
（
写
真
）。

和
解
へ
、
そ
し
て
共
な
る
宣
教
と
奉
仕
へ

　

五
十
年
間
に
わ
た
る
神
学
的
対
話
か
ら
あ
の

『
義
認
の
教
理
に
関
す
る
共
同
宣
言
』
が
生
ま

れ
、『
争
い
か
ら
交
わ
り
へ
』
に
繋
が
り
、
そ

れ
に
基
づ
き
今
回
の
「
共
同
礼
拝
」
が
つ
い
に

可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。
日
本
で
も
今
年
十
一

月
二
十
三
日
に
長
崎
の
浦
上
天
主
堂
で
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
と
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
平

和
の
た
め
の
共
同
礼
拝
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ル
タ
ー
と
宗
教
改
革
の
真
の
意
義
を
学
ぼ
う

　

こ
の
記
念
の
年
に
、
各
個
教
会
、
教
区
・
地

2
面	

『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
を
読
む
』
発
刊

3
面	

「
信
徒
と
牧
師
の
ル
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
案
内

	

書
評
『
ル
タ
ー
に
お
け
る
聖
書
と
神
学
』

4
面	

昨
年
の
「
ル
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
感
想

5
面	

エ
リ
ク
ソ
ン
『
青
年
ル
タ
ー
』

	

切
手
シ
リ
ー
ズ
「
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
他
」

6
面	

『
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
死
と
葬
儀
』

	

ル
タ
ー
こ
ぼ
れ
話
「
ル
タ
ー
と
イ
ソ
ッ
プ
」

7
面	

ル
タ
ー
と
ク
ラ
ー
ナ
ハ

	

ル
タ
ー
関
連
グ
ッ
ズ
販
売

8
面	

研
究
所
ニ
ュ
ー
ス

区
、
全
体
教
会
・
教
団
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な

特
別
行
事
が
持
た
れ
ま
す
（
大
学
神
学
校
と
教

会
側
の
記
念
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
）。
大

学
・
神
学
校
の
催
し
が
目
白
押
し
で
す
。「
講

壇
奉
仕
」
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ル
タ
ー
研
究

所
も
「
信
徒
と
牧
師
の
た
め
の
ル
タ
ー
・
セ
ミ

ナ
ー
」「
秋
の
音
楽
と
講
演
の
会
」
を
主
催
し

ま
す
。
出
版
物
も
揃
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。�

（
江
藤
直
純
）

LWFユナン議長（左から2人目）とフランシスコ・ローマ教皇（左から3人目） 
共同司式による合同礼拝（2016年10月31日、ルンド大聖堂）

500年目の宗教改革は
エキュメニカル！
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古
典
中
の
古
典
の
最
良
の
入
門
書

　
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
と
い
え
ば
ル
タ
ー
、

ル
タ
ー
と
い
え
ば
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』。

ま
さ
に
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
は
ル
タ
ー
の

代
名
詞
と
い
っ
て
も
よ
く
、
古
典
中
の
古
典
で

す
。
キ
リ
ス
ト
教
二
〇
〇
〇
年
の
歴
史
の
中
で

最
も
有
名
な
書
物
ト
ッ
プ
５
の
中
の
一
冊
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
の
入
門
書
、

わ
か
り
や
す
い
解
説
の
本
が
、
つ
い
に
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
題
し
て
『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」

を
読
む
』。
一
人
で
読
む
も
好
し
、
ま
た
教
会

な
ど
で
の
勉
強
会
用
に
グ
ル
ー
プ
で
読
む
も
好

し
。
と
も
か
く
ル
タ
ー
研
究
所
の
総
力
を
挙
げ

て
造
り
上
げ
た
本
で
す
。
乞
う
ご
期
待
。

　

ル
ー
テ
ル
教
会
で
は
、
宗
教
改
革
五
〇
〇
年

の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
四
冊
の
本
を
読

『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
を
読
む
』、
つ
い
に
発
刊
！

�

（
ル
タ
ー
研
究
所
編
著
、
リ
ト
ン
、
一
〇
〇
〇
円
）

も
う
と
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。『
マ
ル
テ
ィ

ン
・
ル
タ
ー
』（
徳
善
義
和
著
）、『
エ
ン
キ
リ

デ
ィ
オ
ン
小
教
理
問
答
』、『
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル

ク
信
仰
告
白
』
と
き
て
最
後
の
一
冊
が
本
書

『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
を
読
む
』
で
す
。
い

よ
い
よ
今
年
は
五
〇
〇
年
の
年
、
ル
タ
ー
を
学

ぶ
、
絶
好
の
年
で
す
。

二
つ
の
誤
解

　

さ
て
、
で
は
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
と

は
、
ど
ん
な
本
な
の
か
。
実
は
全
く
間
違
い
で

は
な
い
の
で
す
が
、
や
や
誤
解
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
自
由
に
つ

い
て
の
本
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
事
、
そ
し
て
も

う
一
つ
は
、
手
軽
に
読
め
る
や
さ
し
い
本
だ
と

思
わ
れ
て
い
る
事
。
や
や
誤
解
で
す
。

　

ま
ず
第
一
。『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
は
、

自
由
論
と
い
う
よ
り
も
、
実
は
自
由
と
い
う
切

口
で
、
い
や
よ
り
正
確
に
い
え

ば
、
自
由
と
愛
と
い
う
切
り
口

で
、
人
間
の
救
い
と
は
何
か
、
あ

る
い
は
キ
リ
ス
ト
者
の
人
生
・
生

き
方
が
説
か
れ
て
い
る
本
な
の
で

す
。
自
由
で
ノ
ビ
ノ
ビ
、
な
ど
と

い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
人
間
の
救
い
、
人
生
い

か
に
生
く
べ
き
か
、
に
つ
い
て
書

い
て
あ
る
書
物
な
の
で
す
。
い
わ

ば
ル
タ
ー
に
よ
る
人
間
論
な
の
で
す
。

謎
の
よ
う
な
二
つ
の
テ
ー
ゼ

　

こ
の
事
を
説
く
た
め
に
、
ル
タ
ー
は
冒
頭
に

あ
の
有
名
な
二
つ
の
謎
の
よ
う
な
テ
ー
ゼ
を
掲

げ
ま
す
。

「
キ
リ
ス
ト
者
は
、
す
べ
て
の
者
の
上
に

立
つ
自
由
な
君
主
で
あ
っ
て
、
だ
れ
に
も

服
し
な
い
」

「
キ
リ
ス
ト
者
は
、
す
べ
て
の
者
に
奉
仕

す
る
僕し

も
べ
で
あ
っ
て
、
だ
れ
に
も
服
す
る
」

開
口
一
番
、
矛
盾
し
た
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
謎
で
す
。

　

こ
の
謎
を
解
く
た
め
に
、
ル
タ
ー
は
こ
の
本

の
前
半
部
で
「
自
由
な
君
主
」、
つ
ま
り
自
由

に
つ
い
て
説
い
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
事
が
説

か
れ
て
い
る
の
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
人
間
の

救
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
魂
の
自
由
、
つ
ま

り
信
仰
義
認
の
問
題
が
懇
切
丁
寧
に
説
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
後
半
部
で
は
「
奉
仕
す
る

僕
」、
つ
ま
り
愛
（
奉
仕
）
に
つ
い
て
説
か
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
現
実
の
人
々
の
中
で
い

か
に
行
為
を
積
み
重
ね
生
き
て
い
く
の
か
が
、

こ
れ
ま
た
丁
寧
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
誤
解
の
第
二
。『
キ
リ
ス
ト
者
の
自

由
』
は
や
さ
し
い
書
物
で
あ
る
と
い
う
誤
解
。

誤
解
で
す
。
実
は
か
な
り
入
り
組
ん
で
お
り
、

一
読
し
て
頭
が
ス
ッ
キ
リ
す
る
と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
本
に
は
い

わ
ば
ル
タ
ー
の
信
仰
と
思
想
の
す
べ
て
、
ル

タ
ー
の
真
髄
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。
手
ご
わ
い
書
物
で
す
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
よ
け
い
読
み
た
い
、

読
む
べ
き
だ
、
読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
気

持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
。
な
に
か
親
切
な
、
し
か
も
簡
潔
な

手
引
き
が
ほ
し
い
。

　

と
言
う
わ
け
で
、
ル
タ
ー
研
究
所
で
は
、
そ

の
手
引
き
の
本
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
本

書
『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
を
読
む
』
で
す
。

三
つ
の
狙
い
、
六
つ
の
解
説

　

本
書
に
は
三
つ
の
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
ル

タ
ー
の
本
当
の
考
え
を
知
る
と
い
う
事
、
現
代

と
い
う
視
点
で
読
む
と
い
う
事
、
そ
し
て
一
人

で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
学
習
す
る
の
に
適
し
た
本

で
あ
る
と
い
う
事
。

　

本
書
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
の
抄
訳
（
徳
善

訳
）。
次
に
全
体
の
説
明
が
簡
潔
に
な
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
詳
し
い
内
容
の
解
説

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
主

要
な
六
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
解
説
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

六
つ
の
主
要
テ
ー
マ
と
そ
の
筆
者
は
次
の
通

り
で
す
。
自
由
（
江
口
再
起
）、
律
法
と
福
音

（
立
山
忠
浩
）、
信
仰
義
認
（
鈴
木
浩
）、
全
信

徒
祭
司
性
（
石
居
基
夫
）、
信
仰
と
行
為
（
高

井
保
雄
）、
愛
の
奉
仕
（
江
藤
直
純
）。

　

最
後
に
座
談
会
「
二
一
世
紀
に
『
キ
リ
ス
ト

者
の
自
由
』
を
読
む
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
〇
〇
年
前
の
書
物
を
、
今
を
生
き
て
い
る
私

た
ち
現
代
人
の
視
点
で
読
む
。
古
典
を
読
む
と

き
の
大
事
な
コ
ツ
で
し
ょ
う
。
と
い
う
具
合
に
、

内
容
満
載
。
ぜ
ひ
手
に
と
り
実
際
に
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。�

（
江
口
再
起
）
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今
年
（
二
〇
一
七
年
）
は
ル
タ
ー
の
宗
教
改

革
五
百
周
年
と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
改
革
は
西

方
教
会
に
於
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
分
裂
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
の
だ

が
、
五
百
年
後
の
今
日
、
全
キ
リ
ス
ト
教
会

は
、
教
会
一
致
運
動
（
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
）
の

最
中
に
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
の
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
後
本
格
的
と
な
っ
た
の
だ

が
、
本
書
は
、
そ
の
運
動
か
ら
生
ま
れ
た
数
多

く
の
豊
か
な
共
同
作
業
に
お
け
る
果
実
の
一
つ

で
あ
る
。「
ル
タ
ー
に
お
け
る
聖
書
と
神
学
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
属
す

る
研
究
所
が
、
四
名
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
一

名
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
執
筆
陣
で
構
成
、
出
版
し

た
と
い
う
事
自
体
が
、
そ
れ
を
何
よ
り
も
雄
弁

に
物
語
っ
て
い
る
。

　

各
論
題
の
内
容
は
、
聖
書
講
座
の
講
演
を
元

に
し
た
か
ら
か
、
大
変
解
り
や
す
く
、
し
か
も

今
日
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
も
う
一
度

「
ル
タ
ー
に
お
け
る
聖
書
と
神
学
」
に
つ
い
て
、

ま
と
ま
っ
た
理
解
を
し
て
お
き
た
い
読
者
に
と
っ

て
は
、
見
過
ご
せ
な
い
知
見
に
満
ち
て
い
る
。

　

内
容
を
順
挙
す
る
と
、
①
ル
ー
テ
ル
教
会
に

属
す
る
牧
師
と
し
て
原
発
問
題
に
取
り
組
む
現

場
か
ら
の
、
ル
タ
ー
の
二
王
国
論
に
関
す
る
再

考
察
と
再
評
価
（
内
藤
新
吾
氏
）、
②
ル
タ
ー

の
二
度
に
わ
た
る
詩
編
講
義
に
お
け
る
聖
書

解
釈
の
特
質
と
そ
の
深
ま
り
が
、「
神
の
義
」

に
つ
い
て
の
新
た
な
理
解
に
到
達
し
、
宗
教

改
革
に
結
実
し
た
こ
と
（
竹
原
創
一
氏
）、
③

二
〇
一
七
年
に
ド
イ
ツ
聖
書
協
会
が
出
版
し
よ

う
と
す
る
ル
タ
ー
訳
聖
書
の
新
た
な
校
訂
版
の

持
つ
今
日
的
意
味
に
つ
い
て
の
考
察
（
吉
田
新

氏
）、
④
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
「
聖
書
の
み
」

と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
聖
書
と
伝
統
」
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
相
容
れ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
聖
書

の
理
解
へ
の
両
者
の
原
理
的
対
立
を
、「
聖
書
」

と
「
伝
統
」
と
い
う
二
項
的
理
解
を
超
え
て
、

キ
リ
ス
ト
の
福
音
と
い
う
源
泉
か
ら
新
た
に
捉

え
直
し
、
こ
の
地
平
か
ら
両
者
の
和
解
と
一
致

を
説
く
も
の
（
川
中
仁
氏
）、
⑤
第
一
回
詩
編

講
義
に
お
い
て
、
ル
タ
ー
は
、
詩
編
三
十
一
の

文
言
「
あ
な
た
の
義
に
よ
っ
て
私
を
解
放
し
て

下
さ
い
」
と
い
う
箇
所
に
躓
い
た
。
彼
は
「
神

の
義
」
を
、
罪
を
追
究
し
、
罰
せ
ず
に
は
お
か

な
い
神
の
法
廷
的
正
義
と
捉
え
て
い
た
の
だ

が
、
こ
こ
か
ら
、
人
間
を
解
放
す
る
「
神
の

義
」
と
い
う
福
音
的
理
解
が
見
出
さ
れ
、
つ
い

に
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
の
神
学
が
確
立
さ
れ
る

に
至
る
（
鈴
木
浩
氏
）
と
い
う
順
序
で
、
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
竹
原
氏
の
、
ル
タ
ー
の
詩
編
講
義
に

お
け
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
理
解
の
深
化
に
伴
う

「
神
の
義
」
の
新
し
い
理
解
の
照
射
と
、
鈴
木

氏
の
ル
タ
ー
の
「
神
の
義
」
の
実
存
的
理
解
の

照
射
が
ぴ
た
り
と
重
な
り
、
文
字
通
り
本
書
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
感
銘
深

い
。�

（
ル
タ
ー
研
究
所
所
員
）

書
評
『
ル
タ
ー
に
お
け
る

聖
書
と
神
学
』

（
上
智
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
編
、
リ
ト
ン
、
二
一
六
〇
円
）

�

高
井
　
保
雄

◦日　時	 2017 年	 6 月 5 日㈪ 午後 3 時～
		  6 月 7 日㈬ 正午まで、昼食後解散

◦場　所	 マホロバ・マインズ三浦（神奈川県三浦市）
	 京浜急行・三浦海岸駅、徒歩 5 分
	 （品川から約 60 分、羽田空港からは＋ 10 分）

◦費　用	 2 万 5 千円
	 （宿泊、食事、資料代込み）

１．ルターの生涯
２．「95ヶ条」を学ぶ
３．宗教改革時代の美術
４．ルターと聖書
５．カトリック教会とルーテル教会の
　　エキュメニズムの流れ

その他、質問コーナーの時間、話し合い
（私とルター／信仰とは……）、音楽
鑑賞（メンデルスゾーン「交響曲・宗教
改革」）など。

＊美術は真下弥生先生、それ以外はルター
研究所所員がそれぞれ担当します。

◦申し込み方法
ルター研究所まで下記のいずれかでお申し込みください

（電話は不可）。
メール　neto@luther.ac.jp、FAX（0422）33 － 6405
はがき　181-0015 三鷹市大沢 3-10-20

　　　　　　　　　   ルーテル学院大学ルター研究所苑
4 月末日必着（定員に達したら締め切ります）

◦定　員	 60 名

◦内容・プログラム

宗教改革 500 年記念
今年は信徒と牧師のためのルター・セミナー

「500年の年、ルターに出会う!」
初めから学び直し、共に語り合い、深く考えよう !!
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参
加
者
は
語
る

福
音
を
生
き
る�

�

湯
川　

郁
子

　

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自

由
に
つ
い
て
』
で
し
た
。
矛
盾
す
る
か
の
よ
う

な
二
つ
の
命
題
で
始
ま
る
こ
の
書
を
か
つ
て
学

ぶ
機
会
を
得
た
講
読
会
で
の
感
銘
と
、
そ
こ
で

共
に
学
び
す
で
に
逝
か
れ
た
友
人
た
ち
を
懐
か

し
く
思
い
だ
し
ま
す
。
開
会
礼
拝
で
、
遠
い
教

区
か
ら
も
集
ま
ら
れ
た
多
く
の
牧
師
先
生
方
の

賛
美
歌
の
お
声
が
響
い
て
く
る
と
、
い
つ
も
私

は
温
か
い
思
い
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

　

二
日
目
に
は
、
近
く
出
版
の
『「
キ
リ
ス
ト

者
の
自
由
」
を
読
む
』
に
備
え
て
こ
の
書
を

い
く
つ
か
に
分
け
、
そ
の
部
分
の
主
題
（
自

由
、
信
仰
と
行
為
、
律
法
と
福
音
、
全
信
徒
祭

司
性
、
信
仰
義
認
、
愛
の
奉
仕
）
に
沿
っ
て
所

員
の
先
生
方
が
わ
か
り
や
す
く
発
表
さ
れ
、
全

員
が
そ
れ
を
も
と
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
宗
教

改
革
五
百
年
を
控
え
、「
私
た
ち
は
現
在
の
生

活
に
こ
の
書
を
ど
う
用
い
る
か
」
が
課
題
で
あ

り
、
質
疑
応
答
や
具
体
的
な
問
題
に
触
れ
て
の

討
論
も
活
発
で
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

　

今
回
、
私
は
第
一
八
の
「
キ
リ
ス
ト
を
説
教

す
る
」
に
引
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
前
半
の

「
神
の
言
葉
が
魂
を
自
由
に
す
る
」
と
い
う
第

五
、
第
六
の
要
点
を
ま
と
め
つ
つ
、
第
二
六
、

第
二
七
の
後
半
の
山
場
へ
と
導
く
橋
渡
し
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
イ
エ
ス
が
ガ
リ
ラ
ヤ

の
民
衆
に
語
ら
れ
た
と
き
聞
い
た
人
々
に
何
か

が
起
こ
っ
た
よ
う
に
、
い
ま
も
キ
リ
ス
ト
「
に

つ
い
て
」
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
が
真
の
意
味

で
語
ら
れ
る
な
ら
、
私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
も
同

じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
新
し
い
体
験
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
を
ま
た
隣
人
に
伝
え
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。

　

こ
の
書
に
つ
い
て
は
前
半
の
「
キ
リ
ス
ト
者

の
自
由
と
は
何
か
」
の
解
説
が
多
い
の
で
す

が
、「
そ
の
自
由
を
得
た
私
た
ち
は
ど
う
生
き

て
い
く
の
か
」
と
い
う
後
半
で
語
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
今
回
の
学
び
の
中
心
に
な
り
ま
し

た
。
福
音
に
つ
い
て
思
弁
的
な
こ
と
を
頭
の
中

で
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
複
雑
な
問
題
を
抱

ル
タ
ー
の
自
由
と�

　
　
現
代
日
本
の
自
由

藤
江　
　

健

　

ル
タ
ー
は
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
の
前
半

の
命
題
に
お
い
て
、
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ

た
私
た
ち
が
律
法
の
縄
目
か
ら
自
由
と
さ
れ
、

も
は
や
何
事
に
も
何
者
に
も
拘
束
さ
れ
ず
解
き

放
た
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
さ
れ
ば
、

牧
会
の
現
場
で
従
事
す
る
私
も
、
常
に
十
字
架

の
キ
リ
ス
ト
を
示
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
の
魂

が
福
音
に
あ
る
自
由
の
う
ち
に
生
か
さ
れ
て
ゆ

く
こ
と
を
旨
と
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

半
の
命
題
（
自
由
）
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
。

律
法
の
縄
目
か
ら
解
か
れ
た
私
達
は
、
奉
仕

へ
の
自
由
に
導
か
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
受
動

的
能
動
性
こ
そ
、
ま
さ
に
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自

由
』
の
根
本
的
特
質
で
あ
り
、
私
た
ち
を
喜
ば

し
き
自
発
的
な
愛
の
わ
ざ
へ
駆
り
立
て
る
の
で

あ
る
。
但
し
、「
奉
仕
へ
の
自
由
」
と
い
う
感
覚

は
、
こ
の
日
本
で
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
に
く

い
も
の
で
あ
っ
て
、
説
教
や
牧
会
で
ど
の
よ
う

に
示
し
て
ゆ
く
か
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

　

ち
な
み
に
、
私
は
信
徒
か
ら
次
の
よ
う
な
声

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
、「
キ
リ
ス
ト
者
の
な

す
べ
き
わ
ざ
に
つ
い
て
、
ル
ー
テ
ル
教
会
は
具

体
的
に
教
え
て
く
れ
な
い
」
と
。
い
わ
く
、
律

法
の
第
三
用
法
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
キ
リ
ス
ト
者
の
な
す
べ
き
わ
ざ
を
普
遍

化
・
条
文
化
し
た
途
端
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が

生
じ
る
か
、
ま
さ
に
自
明
で
は
な
い
か
。
こ
の

点
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
「
モ
ー
セ
の
律
法
か

ら
キ
リ
ス
ト
の
律
法
へ
」（
福
音
に
裏
付
け
ら

れ
た
律
法
へ
。
第
三
用
法
の
位
置
）
と
い
う
整

理
や
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
デ
ィ
ア
コ
ニ
ア
の

違
い
」（
後
者
は
受
動
的
能
動
性
か
ら
発
せ
ら

れ
る
）
と
い
っ
た
整
理
を
幾
分
で
も
な
せ
た
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
二
〇
一
六

年
十
月
発
行
予
定
『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」

を
読
む
』」
の
草
稿
を
前
に
、
執
筆
者
（
所
員
）

と
参
加
者
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
、

興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。（
西
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
吉
野
川
・
小
豆
島
教
会
牧
師
）

昨
年
（
二
〇
一
六
年
）
の
ル
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は

徹
底
し
て
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
を
学
び
ま
し
た
。

え
次
々
に
報
道
さ
れ
る
悲
惨
な
出
来
事
に
驚
か

さ
れ
る
日
々
の
中
で
、
福
音
を
生
き
る
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
出
席
者
の

日
々
の
体
験
の
中
か
ら
様
々
な
問
題
が
提
起
さ

れ
、
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
糸
口
を

頂
き
ま
し
た
。
ル
タ
ー
も
当
時
の
辛
苦
災
害
に

直
面
し
、
困
難
の
中
で
祈
り
な
が
ら
福
音
を
生

き
た
人
で
し
た
。『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
に
つ

い
て
』
に
潜
む
知
恵
は
奥
が
深
く
、
読
み
つ
く

せ
ま
せ
ん
が
、
触
れ
る
ご
と
に
新
し
い
力
を
得

ら
れ
る
の
が
古
典
で
あ
り
、
時
代
を
超
え
て
生

き
る
の
で
し
ょ
う
。『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」

を
読
む
』
出
版
準
備
の
た
め
の
よ
い
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
市
ヶ
谷
教
会
員
、
ル
タ
ー
研
研
究
員
）

　

し
か
し
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た

こ
と
の
一
つ
は
、
ル
タ
ー
の
言
わ
ん
と
し
て
い

る
自
由
と
、
現
代
日
本
で
通
俗
的
に
考
え
ら
れ

て
い
る
自
由
と
の
間
に
隔
た
り
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ル
タ
ー
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る

自
由
と
は
、
恩
寵
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
受
動

的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
世
間
一
般
に
お

け
る
自
由
は
、
自
ら
の
意
志
と
行
為
に
よ
っ
て

到
達
・
成
就
さ
れ
る
と
の
認
識
が
占
め
て
い
よ

う
。
こ
こ
に
は
、
説
教
や
牧
会
に
お
い
て
自
由

を
示
し
て
ゆ
く
上
で
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

他
方
、
ル
タ
ー
は
後
半
の
命
題
に
お
い
て
、

自
由
を
得
た
私
た
ち
が
全
て
の
者
に
隷
属
し
て

奉
仕
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
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異
色
の
ル
タ
ー
研
究
で
あ
る
。
そ
の
名

も
『
ヤ
ン
グ
マ
ン
・
ル
タ
ー
（Young m

an 

Luther

）』。
原
著
は
一
九
五
八
年
、
そ
の
後
邦

訳
も
出
版
さ
れ
た
が
、
日
本
の
神
学
界
で
は
お

お
む
ね
不
評
で
あ
っ
た
。
う
ま
く
咀
嚼
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
は
、
相
当
に
深

み
の
あ
る
研
究
書
で
あ
る
。

　

著
者
エ
リ
ク
ソ
ン
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ア
メ

リ
カ
で
活
躍
し
た
精
神
分
析
家
。
戦
後
最
も
成

功
し
た
知
識
人
と
い
わ
れ
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
」
と
い
う
、
今
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る

言
葉
の
生
み
の
親
。

　

さ
て
『
青
年
ル
タ
ー
』
の
副
題
は
「
精
神
分

析
学
と
歴
史
学
に
お
け
る
研
究
」
と
な
っ
て
い

る
。
精
神
分
析
心
理
学
に
よ
る
個
人
の
発
達
の

研
究
と
、
歴
史
学
に
よ
る
社
会
の
変
動
の
研
究

を
相
互
乗
り
入
れ
な
が
ら
ル
タ
ー
を
伝
記
的
手

法
で
描
き
出
す
。
こ
の
研
究
法
に
は
批
判
も
あ

る
。
精
神
分
析
を
施
す
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

で
は
ま
る
で
神
経
症
患
者
ル
タ
ー
の
よ
う
で
は

な
い
か
、
と
い
う
批
判
。
し
か
し
そ
れ
は
誤
読

で
あ
る
。
読
み
お
え
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、

信
仰
の
実
存
に
最
も
真
剣
に
生
き
た
人
ル
タ
ー

で
あ
る
。

　

内
容
は
、
父
ハ
ン
ス
と
息
子
マ
ル
テ
ィ
ン
と

の
葛
藤
が
軸
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
エ
デ
ィ
プ

ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
幼
年
期
、
落

雷
体
験
、
修
道
院
で
の
苦
悩
、
塔
の
体
験
、
そ

し
て
中
年
の
危
機
等
々
が
、
実
に
興
味
深
い
分

析
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
た
と
え
ば
塔
の
体
験
の
場

所
が
便
所
で
は
な
か
っ
た
か
？
）
を
交
え
論
じ

ら
れ
て
い
く
。
修
道
院
入
り
に
反
対
す
る
父
ハ

ン
ス
の
背
後
に
、「
怒
り
の
神
」
を
感
じ
る
息

子
マ
ル
テ
ィ
ン
は
、
や
が
て
そ
の
修
道
院
そ
の

も
の
を
解
体
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
パ
パ
（
教

皇
！
）
と
対
決
、
歴
史
そ
の
も
の
を
大
き
く
動

か
し
、「
ゆ
る
し
の
神
」
を
見
出
す
…
…
。

　

エ
リ
ク
ソ
ン
は
本
書
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
謎
の

よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。「
信
仰
の
三
つ

の
源
泉
」
と
し
て
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
る
。
母

胎
、
父
の
声
、
無
。
無
条
件
で
受
け
入
れ
る

事
、
導
く
事
、
そ
し
て
そ
う
い
う
神
と
一
つ
と

な
る
純
粋
な
自
己
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
か
。
読

む
者
を
し
て
深
い
思
索
に
い
ざ
な
う
書
物
で
あ

る
。（『
青
年
ル
タ
ー
』
１
、
２
、
西
平
直
訳
、

み
す
ず
書
房
）

　1525 年、農民戦争がドイツ・テューリンゲンに飛

び火し、その中心的人物がトマス・ミュンツァーだっ

た。意識の高まりから社会変革を求める農民たちに、

ルターの宗教改革運動は大きな影響を与えたと言わ

れるが、ドイツ神秘主義の影響濃いミュンツァーは

ルターとは異なるタイプの宗教改革者だった。

　ルターは当初こそ農民に理解を示すが、その急進

的暴力的闘争に警告を発するに至る。これで我が意

を得た領主たちの一方的農民弾圧をみるや、今度は

農民にも一理あるとの文書を出す。中途半端な対応

と言われても仕方ない。

　旧東ドイツでは、ミュンツァーは社会的英雄とし

てプロパガンダに利用された節がある。切手は三度

にわたり発行され、紹介するのは、二度目の発行、

1975 年の農民戦争 450 年を記念するものである。

ミュンツァーの肖像画をはじめ、農民戦争の各場面

が描かれている。

ル
タ
ー
研
究
の
名
著
シ
リ
ー
ズ

Ｅ
・
Ｈ
・
エ
リ
ク
ソ
ン
『
青
年
ル
タ
ー
』

�

副
所
長
　
江
口
　
再
起
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修
道
院
に
入
り
、
聖
書
と
神
学
に
深
く
通

じ
て
宗
教
改
革
者
と
な
っ
た
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
に
と
っ
て
、
一
番
の
問
題
が
「
死
の
問
題
」

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

る
。
誰
に
と
っ
て
も
自
明
の
こ
と
で
あ
り
な
が

ら
、
ひ
と
た
び
自
分
の
問
題
と
な
れ
ば
、
そ
れ

は
恐
ろ
し
い
形
相
で
私
た
ち
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
。

ル
タ
ー
は
ま
さ
に
実
存
的
に
自
分
の
死
の
問
題

に
向
か
い
合
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ペ
ス
ト

の
流
行
や
繰
り
返
さ
れ
る
飢
饉
が
死
を
身
近
な

も
の
と
し
た
こ
と
と
、
ま
た
ル
タ
ー
自
身
の
死

を
間
近
に
す
る
個
人
的
体
験
に
も
よ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ル
タ
ー
の
死
の
問
題
と
の
格

闘
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
中
世
の
キ
リ
ス

ト
教
的
世
界
の
中
で
起
こ
っ
て
い
く
。
死
を
ど

の
よ
う
に
理
解
す
る
か
、
そ
の
恐
怖
か
ら
ど
う

や
っ
て
逃
れ
う
る
の
か
。
考
え
る
道
筋
は
、
当

時
の
教
会
の
教
え
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
そ

の
中
で
ル
タ
ー
は
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
は
ど

う
し
て
も
平
安
を
得
ら
れ
ず
、
聖
書
に
立
ち
返

り
、
福
音
の
深
い
真
理
に
導
か
れ
た
の
だ
。

　

ル
タ
ー
の
神
学
は
、「
十
字
架
の
神
学
」
と

か
「
信
仰
義
認
の
教
理
」
に
そ
の
特
徴
が
表
さ

れ
る
が
、
そ
の
一
番
深
い
と
こ
ろ
に
は
神
学
的

理
屈
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ル
タ
ー
が
死
の
問

題
と
格
闘
し
て
得
ら
れ
た
神
の
福
音
の
喜
び
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
代
の
人
々
に
ど
う
し
て

も
分
か
ち
合
わ
れ
る
必
要
の
あ
っ
た
、
神
の
こ

と
ば
と
の
邂
逅
の
喜
び
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
そ
の
彼
の
表
現
は
、
宗
教
改
革
と
い
う
時

代
を
切
り
開
い
て
い
く
運
動
と
な
っ
た
の
だ
。

　

拙
著
は
、
現
代
日
本
と
い
う
土
壌
で
死
の
問

題
と
向
か
い
合
う
私
た
ち
に
と
っ
て
福
音
の
喜

び
と
は
な
に
か
、
牧
師
と
し
て
信
徒
の
皆
さ
ん

と
共
に
学
ん
で
き
た
こ
と
を
ま
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
だ
。
ル
タ
ー
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
現
代
日
本
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
、
神
の
こ
と
ば
の
力
を
具
体
的
な
教
会
の

脈
絡
の
な
か
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。
看
取
り
や
悼
み
の
体
験
、
ま
た

自
ら
死
を
見
つ
め
る
経
験
の
な
か
、
神
の
こ
と

ば
が
私
た
ち
を
慰
め
と
希
望
へ
と
導
く
。
教
会

の
交
わ
り
の
な
か
で
こ
そ
、
こ
の
神
の
出
来
事

が
体
験
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
「
死
と
葬
儀
」
の
問
題
を
と
お
し
て
、
私
た

ち
を
生
か
す
福
音
の
喜
び
を
今
一
度
確
認
し
て

い
き
た
い
も
の
だ
。
教
会
で
の
学
び
に
用
い
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
感
謝
に
堪
え
な
い
。（
キ
リ

ス
ト
新
聞
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
〇
〇
円
）

『
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
死
と
葬
儀

─
現
代
の
日
本
的
霊
性
と
の
出
逢
い
─
』
を
出
版
し
て

所
員
　
石
居　

基
夫

　

情
報
過
多
。
本
屋
に
行
く
と
本
の
洪
水
。
あ

ま
り
多
す
ぎ
て
か
え
っ
て
本
を
読
ま
な
く
な

る
。
昔
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
五
百

年
前
の
ル
タ
ー
の
時
代
。
聖
書
一
冊
が
仔
牛
一

頭
の
値
段
と
か
。
人
々
は
書
物
を
大
事
に
大
事

に
読
ん
だ
。

　

で
は
、
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
た
の
か
。
ル

タ
ー
が
亡
く
な
っ
た

時
、
机
の
上
に
一

枚
の
紙
片
が
残
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
こ
に

は
田
園
詩
を
書
い
た

ロ
ー
マ
の
詩
人
ウ
ェ

ル
ギ
リ
ウ
ス
や
ロ
ー

マ
の
文
人
政
治
家
キ

ケ
ロ
の
名
前
が
メ
モ

書
き
さ
れ
て
い
た
。

ル
タ
ー
の
時
代
の
人

は
そ
う
い
う
骨
太
な

古
典
を
読
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
ル

タ
ー
が
こ
う
言
っ
て

い
る
。

「
イ
ソ
ッ
プ
の
本
が

残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
の
配
剤
だ
。
聖
書
を

除
け
ば
、
イ
ソ
ッ
プ
こ
そ
他
の
哲
学
や
法
律
書

に
ま
さ
っ
て
私
を
喜
ば
せ
る
」。

　

イ
ソ
ッ
プ
は
紀
元
前
六
世
紀
ご
ろ
の
ギ
リ
シ

ア
の
人
。
動
物
を
主
人
公
に
し
て
、
人
生
の
機

微
を
と
ら
え
た
寓
話
集
を
残
し
た
。
日
本
で
も

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
、
宣
教
師
た
ち
は
説
教
の
補

助
教
材
と
し
て
『
天
草
本
伊
曽
保
物
語
』
を
翻

訳
出
版
し
て
い
る
。

　

ル
タ
ー
は
イ
ソ
ッ
プ
を
と
て
も
愛
読
し
、

『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
に
も
、
肉
を
く
わ
え

た
自
分
の
影
が
映
っ
て
い
る
水
に
飛
び
つ
い
た

貪
欲
な
犬
の
話
が
で
て
く
る
。
い
や
、
こ
の
よ

う
に
著
作
の
中
で
例
話
に
使
う
ど
こ
ろ
か
、
ル

タ
ー
自
身
、「
ロ
バ

と
ラ
イ
オ
ン
」
や

「
町
の
鼠
と
田
舎
の

鼠
」
な
ど
イ
ソ
ッ
プ

物
語
そ
の
も
の
を
再

話
し
、
話
の
ポ
イ
ン

ト
を
書
き
そ
え
た

『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集

（Etliche Fabeln 

aus Aesop

）』
を
一

五
三
〇
年
に
出
版
さ

え
し
て
い
る
の
で
あ

る
（
Ｗ
Ａ
・
50
）。

当
時
、
わ
が
子
が
四

～
五
才
だ
っ
た
の

で
、
子
煩
悩
だ
っ
た

ル
タ
ー
は
、
き
っ
と

そ
れ
ら
の
寓
話
を
読

み
聞
か
せ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

　

＊
そ
の
ル
タ
ー
の
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』
の

中
か
ら
い
く
つ
か
を
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
Ｗ
・
シ
ュ
パ
ン
が
編
集
し
た
『
ル
タ
ー

の
言
葉
─
信
仰
と
思
索
の
た
め
に
』（
湯
川
郁

子
訳
、
教
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
に
十
三
の
物

語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。�（
ル
タ
ー
研
副
所
長
）

ルターこぼれ話

ルターと
　イソップ

江 口　再 起
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昨
秋
、
上
野
の
国
立
西
洋
美
術
館
に
て
「
ク

ラ
ー
ナ
ハ
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
宗
教
改
革

五
百
年
を
銘
記
し
て
副
題
「
五
〇
〇
年
後
の
誘

惑
」
と
あ
る
。
宗
教
改
革
の
中
心
地
ヴ
ィ
ッ
テ

ン
ベ
ル
ク
を
舞
台
と
し
て
、
同
時
代
に
活
躍
し

た
二
人
の
男
、
ル
タ
ー
と
ク
ラ
ー
ナ
ハ
。

　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
、
宗
教
改
革
の
立
役

者
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
新
設
さ
れ
た
大
学
の

聖
書
の
教
師
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
派
の
修
道
士
。

生
涯
を
通
し
て
聖
書
の
博
士
を
全
う
し
た
。

　

ル
カ
ス
・
ク
ラ
ー
ナ
ハ
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯

の
宮
廷
画
家
と
し
て
有
力
な
地
位
を
占
め
て
い

た
。
ル
タ
ー
よ
り
九
歳
上
の
一
四
七
二
年
、
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
ク
ロ
ー
ナ
ハ
に
て

誕
生
。
生
家
は
画
家
の
家
系
。
ク
ラ
ー
ナ
ハ
は

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
影
響
を
受
け
、
ウ
ィ
ー
ン
で
の
経

歴
を
経
て
ザ
ク
セ
ン
選
帝
候
の
宮
廷
画
家
に
就

任
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
移
り
住
ん
で
か
ら
の

ク
ラ
ー
ナ
ハ
の
活
躍
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
い
。
当

時
の
宮
廷
画
家
は
今
日
の
芸
術
家
と
い
う
よ
り

も
、
数
多
く
の
弟
子
を
抱
え
た
工
房
の
経
営
者

の
よ
う
。
そ
の
働
き
は
宗
教
画
、
肖
像
画
、
銅

版
画
な
ど
の
枠
を
は
る
か
に
超
え
る
。
ザ
ク
セ

ン
選
帝
候
の
宮
殿
の
調
度
品
、
衣
装
、
祝
祭
用

の
装
飾
。
城
塞
を
建
築
し
、
メ
ダ
ル
を
作
成
す

る
な
ど
細
々
な
事
柄
。
彼
は
あ
た
か
も
宮
廷
の

代
理
人
の
よ
う
に
諸
事
万
般
を
取
り
仕
切
る
。

　

し
か
し
一
五
二
〇
年
を
境
と
し
、
ク
ラ
ー
ナ

ハ
に
と
っ
て
別
の
大
き
な
活
動
の
領
域
が
登
場
す

る
。
そ
れ
が
ル
タ
ー
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
ル

タ
ー
の
著
作
を
製
作
発
行
す
る
企
業
家
と
し
て

の
活
動
で
あ
る
。
一
五
一
七
年
の
ル
タ
ー
に
よ
る

「
九
五
ヶ
条
の
提
題
」
を
契
機
と
し
て
、
宗
教

改
革
運
動
が
開
始
さ
れ
、
数
多
く
の
文
書
が
発

行
さ
れ
た
。
ク
ラ
ー
ナ
ハ
の
工
房
か
ら
も
、
初

期
の
代
表
作
「
キ
リ
ス
ト
と
反
キ
リ
ス
ト
者
の

受
難
」
が
製
作
さ
れ
た
。
ま
た
、
よ
り
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
的
信
仰
を
強
調
す
る
聖
画
「
キ
リ
ス

ト
と
姦
通
の
女
」「
幼
児
た
ち
を
祝
福
す
る
キ
リ

ス
ト
」
な
ど
表
現
し
て
い
っ
た
。
ル
タ
ー
と
カ

テ
リ
ー
ナ
と
の
結
婚
を
表
出
す
る
対
幅
肖
像
画

な
ど
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ル
タ
ー
は
一
五
四
六
年
、
誕
生
の
地
で
あ
る
ア

イ
ス
レ
ー
ベ
ン
に
て
六
十
二
年
三
ヶ
月
の
生
涯
を

閉
じ
る
。
同
時
代
を
生
き
た
ク
ラ
ー
ナ
ハ
は
、
七

年
後
亡
命
の
地
ワ
イ
マ
ー
ル
に
て
没
し
、
八
十
一

歳
の
人
生
を
終
え
る
。
ル
タ
ー
と
ク
ラ
ー
ナ
ハ
の

二
人
の
篤
い
友
情
と
共
に
、
彼
ら
が
指
し
示
し

た
豊
か
で
清
明
な
喜
び
の
世
界
に
出
会
う
こ
と

は
幸
い
な
こ
と
で
あ
る
。�

（
引
退
牧
師
）

　

こ
の
度
、
ル
タ
ー
が
聖
書
を
翻
訳
し
た

ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
城
（
世
界
遺
産
に
登

録
）
に
あ
る
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
・
ヴ
ァ
ル
ト
ブ

ル
ク
売
店
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
直

輸
入
し
ま
し
た
。
同
売
店
で
は
、
世
界
中

の
ル
タ
ー
関
連
グ
ッ
ズ
を
取
り
揃
え
る
と

の
こ
と
。
当
店
で
も
厳
選
し
て
紹
介
し
ま

す
。

　

グ
ッ
ズ
の
内
容
と
し
て
は
、
カ
ー
ド
、

鉛
筆
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
キ
ャ
ン
ド
ル
、

バ
ッ
グ
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
、
定
規
、
ス
テ
ッ

カ
ー
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
メ
ガ
ネ
ケ
ー

ス
、
メ
ガ
ネ
拭
き
、
ピ
ン
バ
ッ
チ
、
し

お
り
、
マ
ウ
ス
パ
ッ
ト
、
胸
像
…
…
そ

し
て
好
評
の
プ
レ
イ
モ
ー
ビ
ル
「
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
」
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な
ど

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
左
記
のe-shop

に
て
ル
タ
ー
グ
ッ
ズ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。http://shop-

kyobunkw
an.com

/category-4049/ 

　

３
Ｆ
キ
リ
ス
ト
教
書
コ
ー
ナ
ー
で
ル

タ
ー
関
連
の
書
籍
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

田 中　博 二

ル
タ
ー

ク
ラ
ー
ナ
ハ

と

教文館４F「エインカレム」より
ルター関連グッズのご案内
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●
公
開
講
座
（
二
〇
一
六
年
後
期
）

　

後
期
に
は
「
ル
ー
テ
ル
教
会
」（
江
藤
所
員

担
当
）
と
「
ル
タ
ー
原
典
講
読
（
ラ
テ
ン
語
）」

（
鈴
木
所
長
担
当
）
が
行
わ
れ
た
。「
ル
ー
テ
ル

教
会
」
は
、
宗
教
改
革
五
〇
〇
年
を
前
に
し

て
、
教
会
が
教
会
で
あ
る
本
質
を
探
っ
て
い

き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
一
致
点
と
未
達
成

の
課
題
を
明
確
に
し
た
。「
ル
タ
ー
原
典
講
読
」

の
方
は
、『
創
世
記
講
義
』
の
一
五
章
の
講
読

が
終
わ
っ
た
の
で
、
一
六
章
に
入
っ
た
。

●
牧
師
の
た
め
の
ル
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー

　

い
つ
も
の
マ
ホ
ロ
バ
マ
イ
ン
ズ
三
浦
を
会
場

に
、
六
月
六
日
（
月
）
か
ら
八
日
（
水
）
ま
で

開
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自

由
』
で
あ
る
。
こ
の
時
の
講
演
は
『
ル
タ
ー
研

究
』
別
冊
四
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
三
十
一
日

発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

掲
載
内
容

◦
人
間
論
と
し
て
の
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』

◦
ル
タ
ー
に
お
け
る
自
由
の
概
念
に
つ
い
て

◦
「
す
べ
て
の
も
の
の
上
に
立
つ
自
由
な
主

人
で
あ
っ
て
、
同
時
に
す
べ
て
の
も
の
に

仕
え
る
僕
」

◦
『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
に
お
け
る
「
律

法
と
福
音
」
…
…
ル
タ
ー
派
の
弱
点
？

◦
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
善
い
行
い
」
再
考

◦
教
会
と
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由

他
に
徳
善
前
所
長
の
特
別
寄
稿
、「
キ
リ
ス
ト

に
あ
る
自
由
と
愛
を
説
い
て
…
…Freiheit

（
フ

ラ
イ
ハ
イ
ト
）
とlibertas

（
リ
ベ
ル
タ
ス
）」

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

教
会
で
ま
と
め
て
注
文
し
な
い
場
合
に

は
、
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
直
接
ル
タ
ー

研
究
所
に
お
願
い
し
ま
す
。
メ
ー
ル
で
は
、

hsuzuki1945@
yahoo.co.jp 

宛
に
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
は0422

─33

─6405

宛
に
お
願
い
し

ま
す
。
値
段
は
送
料
込
み
で
二
千
円
で
す
。

●
『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
を
読
む
』

　

な
お
、『
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
』
を
読
む
手

引
き
書
と
し
て
、『「
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
」
を

読
む
』（
教
会
推
奨
図
書
四
冊
目
）
が
そ
れ
に

先
だ
っ
て
リ
ト
ン
か
ら
出
版
さ
れ
た
（
税
別
で

千
円
）。
こ
れ
で
、
教
会
推
奨
図
書
（
四
冊
）

が
全
部
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

●
秋
の
講
演
会

　

会
場
は
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
む
さ
し
の
教
会

で
、
一
一
月
一
三
日
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
た
。

講
演
者
は
、
鈴
木
所
長
と
石
居
所
員
で
あ
っ
た

が
、
六
月
に
行
わ
れ
た
「
ル
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

で
の
発
題
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
。

●
一
致
に
関
す
る
ル
ー
テ
ル
・
ロ
ー
マ
＝
カ
ト

リ
ッ
ク
委
員
会

　

昨
年
は
、
バ
チ
カ
ン
が
ホ
ス
ト
に
な
っ
て
ロ

ン
ド
ン
近
郊
の
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設
で
七
月
一
三

日
か
ら
二
一
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ

の
委
員
会
は
今
回
が
四
九
回
目
、
宗
教
改
革

五
〇
〇
周
年
に
あ
た
る
今
年
は
、
五
〇
回
目
と

な
る
。

●
一
〇
月
三
一
日
の
合
同
礼
拝

　

バ
チ
カ
ン
と
ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
（
Ｌ
Ｗ

Ｆ
）
は
、
ル
ー
テ
ル
世
界
連
盟
の
発
祥
の
地
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
で
、「
宗
教
改
革

五
〇
〇
年
」
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
合
同

礼
拝
を
行
っ
た
。
こ
の
礼
拝
で
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
と
Ｌ
Ｗ
Ｆ
議

長
、
総
幹
事
が
司
式
を
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

教
会
（
ル
ー
テ
ル
）
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
教
区
も
協
賛
団
体
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
る
。
一
日
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
、
ル
ー
テ
ル
以
外
の
諸
教
会
の
代

表
も
招
か
れ
て
い
た
。

●
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
教
授
、
退
任
帰
国

　

惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
二
十
八
年
間
の
宣
教
師

生
活
、
十
三
年
間
に
及
ぶ
大
学
・
神
学
校
で

の
歴
史
神
学
教
授
と
し
て
の
働
き
を
終
え
て
、

テ
ィ
モ
シ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
教
授
が
今
年
三

月
末
で
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ル

タ
ー
研
究
所
の
所
員
と
し
て
も
研
究
と
教
育
、

教
会
で
の
講
演
で
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

●
『
エ
ン
キ
リ
デ
ィ
オ
ン
小
教
理
問
答
』

　

初
版
（
二
〇
一
四
年
刊
）
に
一
行
欠
落

　

新
し
い
訳
文
で
ル
タ
ー
研
究
所
か
ら
出
版
さ

れ
、
広
く
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
行
だ
け

欠
落
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
ま
す
。

左
記
の
通
り
挿
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
再

版
は
す
で
に
訂
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
初
版
本
・
四
〇
頁
、
主
の
祈
り
・
第
五
の
願

い　

答
え
の
二
行
目
。
傍
線
部
の
一
文
を
挿
入
】

答
え　

私
た
ち
は
こ
の
願
い
に
お
い
て
、
天
の
父

が
私
た
ち
の
罪
に
目
を
留
め
ず
、
ま
た
こ
の
罪

の
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
願
い
を
拒
ま
れ
な
い
よ

う
に
と
願
う
の
だ
。
か
え
っ
て
神
が
私
た
ち
に

す
べ
て
の
恵
み
を
与
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
と

（
祈
る
の
だ
よ
）。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
は
…
…

●
ル
タ
ー
研
究
所
指
定
後
援
会
献
金
の
お
願
い

　

ル
タ
ー
研
究
所
は
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
か
ら
の
支
援
金
（
一
〇
〇
万
円
）
と
皆
さ
ん

の
ご
支
援
（
お
よ
そ
一
五
〇
万
円
）
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
同
封
し
た
後
援
会
献
金
の
振

込
用
紙
に
あ
る
「
後
援
会
献
金
（
ル
タ
ー
研
）」

と
い
う
欄
に
ご
記
入
い
た
だ
け
ば
、
そ
の
ま

ま
「
賛
助
会
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
。

五
〇
〇
年
に
向
け
て
ル
タ
ー
研
究
所
の
責
任
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
は
五
〇
〇
周
年
関
連
の
イ
ベ
ン

ト
が
軒
並
み
に
続
く
の
で
、
格
別
の
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
所
長　

鈴
木
浩
）

ル
ー
テ
ル
学
院
・
ル
タ
ー
研
究
所
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